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寺社

民家

既存道路よりバスセンターをみる
境界部分がバスの待合所となる

境界部分から店舗をみる
寺社方向に新たな面が表出し、新たなにぎわいが生まれる

寺院からマルシェをみる
新たな開口が設けられ、既存の道路まで視線が抜ける

境界部分を見渡す
現代の子どもたちの遊び場となる

承天寺を見下ろす
寺院の催しを市民が参加し、開かれた寺院となる

店舗から神社をみる
市民に開放されたステージ

A 承天寺 : 寺院の催しを市民に開放 B 承天寺 : バスセンター待合所 C 万行寺 : 店舗部分の延長 D 櫛田神社 : ステージの観客席 E 東長寺 : マルシェの一部分 F 円覚寺 : 現代の寺小屋

お寺を眺めながらカフェでの食事を楽しむ

境界の売り場の一部
道行く人が立ち止まって雑貨を見る

二箇所に入り口を持って売り上げ増加

店舗

カフェ
途中に設けられたステージでコンサート

楽器倉庫

楽器店舗

飲食店

境界でバスを待つ人々

チケット売り場と観光案内所がミチに接してできる

大通りからも観光客がやってくる

バスセンター

受付

バス待合所 寺を訪れた観光客もマルシェへ向かう

境界に溢れるマルシェの賑わい

店の両側に設けられる入り口

店舗
お坊さんのお経を聞きながら座禅

寺院

広場になった境界では朝活の
ヨガに汗を流す

人々の生活が境内へと溢れていく
お寺の横に子供達のための
寺子屋が開かれる。

境内が放課後の子供達の遊び場に

道行く人への公開授業

▶ ▶

境内の敷地の外周に境界を
設ける

＝境内敷地を保護

新たな面の表出により次第に
建物のふるまい変化

＝街が裏側へひらいていく

高度経済成長期を境に弱まる
檀家制度

＝街と寺社の関係乖離

shop templestreet

子どもたちの遊び場の復元
寺社へのアクセス簡易化＋囲まれた敷地＝現代の子どもの遊び場

隣接する店舗の機能が溢れてくる

新たな開口
新たな表出した面に対して開口が設けられ、新たな動線が生まれる

災害時における延焼防止空間、一時的な避難場所の確保
災害が起きた際に活用できる空間を確保

A 承天寺 : 寺院の催しを市民に開放

B 承天寺 : バスセンター待合所

C 万行寺 : 店舗部分の延長

D 櫛田神社 : ステージの観客席

E 東長寺 : マルシェの一部分

F 円覚寺 : 現代の寺小屋
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④ 承天寺

⑤ 櫛田神社
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かつての寺社は檀家制度や寺小屋制度故に社会的
に重要な地位を確立しており、街のシンボル的な
存在であった。
しかし高度経済成長以降、寺社のアイデンティ
ティーは失われ、現在は周りを無関係な建物や無
秩序に広がるパーキングに覆われ、街の裏側の位
置に存在していると言える。

寺社の境内を保護するように境界を設ける。境界
は擁壁としての機能を果たしつつ、隣接する建物
に新しい開放的な面を提供する。新たに表出した
面により、次第に建物自体のふるまいも変化し、
街の裏側にある寺社の方向にひらかれていく。

新しく面を持つことで商業の集客増加を促す。そ
の売り上げの一部を寺社に寄付することで、寺社
経営の新たな収入源となる。
当初は保護としての機能であった境界が、裏側か
ら都市へひらかれていくことで、街の表と裏をつ
なげ、寺社と博多の街の新たな関係性が築かれて
いく。
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＜檀家制度＞ ＜寺社面積の変化（減少）＞

plan S=1:400 plan S=1:400 plan S=1:400 plan S=1:400 plan S=1:400 plan S=1:400 

01. 背景　-まちの中心的存在から裏側へと変容する寺社 -

02. 提案　-都市を次第に裏側へとひらかせる境界 -

03. 展開　-「境界」は守る役割からひらく媒体へ -

ひらかれる都市の裏側

section S=1:200


